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●
臨
時
福
祉
給
付
金

　

給
付
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
申
請
を
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
報
５

月
号
２
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
同
時
に
配
布

し
た
申
請
書
一
式
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
限　

11
月
28
日
㈮
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

申
請
受
付
場
所
、
問
合
せ

臨
時
福
祉
給
付
金
担
当
室
（
歴
史
文
化

伝
承
館
１
階
）
☎
26

－

５
０
６
２

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福

祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

●
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

給
付
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
申
請
を
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
報
５

月
号
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
ど
も
課
で
は
、
期
間
中
の
夜
間
窓

口
お
よ
び
最
終
日
曜
窓
口
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

申
請
受
付
期
限　

11
月
30
日
㈰
ま
で

申
請
受
付
場
所
、
問
合
せ

こ
ど
も
課
☎
25

－

５
２
０
６

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福

祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
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男
女
共
同
参
画
週
間
講
演
会

　

６
月
29
日
㈰
、
前
秩
父
市
教
育
長
、

久
保
忠
太
郎
氏
に
よ
る
「
子
ど
も
と
学

校
と
家
庭
〜
秩
父
で
育
て
る
〜
」
と
題

し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
の
母
親
・
父
親
、

秩
父
の
教
育
現
場
の
歴
史
や
現
状
、
子

ど
も
が
育
つ
魔
法
の
言
葉
な
ど
様
々
な

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
盛
り
だ
く
さ
ん
の

講
演
で
勉
強
に
な
っ

た
」「
子
ど
も
や
孫

に
接
す
る
時
に
役
立

て
た
い
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

子
ど
も
と
男
女
共
同
参
画

　

多
く
の
人
た
ち
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
、
女
性
に
は
や
さ
し
さ
・
気
配
り
・

素
直
さ
を
「
女
ら
し
さ
」
と
し
て
、
男

性
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
た
く
ま

し
さ
・
強
さ
を
「
男
ら
し
さ
」
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
期
待
さ
れ
て
育
っ
て
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
の
社
会
的
・
文
化
的

に
作
ら
れ
た「
女
ら
し
さ
」「
男
ら
し
さ
」

を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
い
ま
す
。
こ
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
や
考
え
方

に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
男
の
子
な
ん
だ
か
ら
泣
か

な
い
」
と
い
っ
た
言
葉
が
け
に
は
、「
女

の
子
は
少
し
く
ら
い
泣
い
て
も
よ
い
」

「
男
の
子
は
泣
か
な
い
も
の
」
と
い
っ

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
意
識
が
隠
れ
て
い
ま

す
。
女
の
子
で
あ
れ
男
の
子
で
あ
れ
、

悲
し
い
と
き
や
辛
い
時
、
痛
い
時
に
は

泣
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
泣
く
こ
と
は

豊
か
な
感
受
性
を
育
む
た
め
に
大
切
な

感
情
表
現
の
一
つ
で
す
。
ま
ず
大
人
が

毎
日
の
生
活
を
見
直
し
、
自
分
自
身
を

縛
っ
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
気
づ
き
、

意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

性
別
に
関
わ
り
な
く
、
個
性
や
能
力
が

尊
重
さ
れ
、
多
様
な
生
き
方
が
で
き
る

社
会
を
子
ど
も
た
ち
へ
贈
り
ま
し
ょ
う
。

臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
申
請
お
忘
れ
な
く
！

給付金に関して、
● 市町村や厚生労働省などがATM（銀行・
コンビニなどの現金自動支払機）の操作
をお願いすることは、絶対にありません。
● ATMを自分で操作して、他人からお金
を振り込んでもらうことは絶対にできま
せん。
● 市町村や厚生労働省などが、「臨時福祉
給付金（簡素な給付措置）」や「子育て
世帯臨時特例給付金」を支給するために、
手数料の振込みを求めること等は絶対に
ありません。

ご自宅や職場などに市町村や厚生労働
省（の職員）などをかたった不審な電
話がかかってきたり、郵便が届いたら、
迷わず、お住まいの市町村や最寄りの
警察署（または警察相談専用電話（♯
9110））にご連絡ください。

“振り込め詐欺”や
“個人情報の詐取”に
ご注意ください。

東日本大震災義援金
　東日本大震災義援金へ多くの温かいご支
援をお寄せいただきありがとうございます。
●７月25日現在

 ５１，２６５，８１３円
　お預かりした義援金は、日本赤十字社埼
玉県支部へ送金し、義援金配分委員会を通
じて全額被災された方々のもとへ届けられ
ます。義援金をお寄せいただきました個人・
団体の皆さんに、心から御礼申し上げます。
※ 義援金の受付期間は平成27年３月31日ま
で延長されました。
１社会福祉課☎２５－５２０４

「秩父市安心安全メール」にて、防災・防犯情報、防災無線放送の内容、火災情報を配信中！
右のＱＲコードを読み取るか、t-chichibu@sg-m.jpに本文が空白のままメールを送ってください。


